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緊急連絡先


Ⅰ．スペースプラズマ共同利用申請採択から来所までの手順

１．.共同利用の申請は例年2月～3月です。共同利用申請書については､本手引きの最後　　　　に添付した申請書を用いるか　あるいは、ホームページからダウンロードしてお使い下さい。申請の資格者は大学及び国公立の研究機関に所属する研究者ならびにその他宇宙科学本部長が認めるものです｡申請書は本研究本部共同利用係りへ書面あるいは、E mail でお送り下さい。

　 E mail address : kyodob@adm.isas.jaxa.jp
    書面送付の場合の住所：相模原市由野台３－Ⅰ－Ⅰ、宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部共同利用係

２．申請された実験計画書は、全国の大学、研究機関の専門家からなるプラズマ専門委員会（構成員については別紙参照）でその科学的意義、実験にかかる費用、滞在費、旅費などを考慮して、最終的に採否を決定いたします。

３． 採否の通知は本宇宙科学本部長名で５月中旬頃までに、申請代表者に通知いたします。

４．共同利用の採択の通知を受けた研究者（以後共同研究員と呼ぶ、共同研究員とは大学,及び国公立の研究機関に所属する研究者並びにそのほか宇宙科学研究本部長が認めるもので、宇宙科学本部が行う共同研究の公募に応じ、採択されたもの）は、採択通知受理後速やかに実験計画書を本部担当者にお送りください。計画書に書かれた実験希望日、期間をもとに本部担当者（実験計画書の一例は本手引きの最後に添付しました。）と研究者との間で、実験に必要な部品等含めて具体的に打ち合わせ、本部内担当者は、四半期毎に実験スケジュールを作成し各研究者にお知らせいたします。なお、年間の最終使用のスケジュールはホームページに貼り付けることを考えています。

５．上記に従って実験スケジュールが決定されますと、宇宙科学研究本部では、このスケジュールに従い、宿泊の申し込み、実験に必要な部品の手配などをいたします。

６．やむをえない事情により、スケジュールを変更せざるを得ない時は、原則として、2週間前迄に、担当者にお申し出下さい。担当者はできるだけの努力はいたしますが、ご希望に添えないこともあり得ることをご了承下さい。

７．年度末に共同利用の申請をしなかったが、緊急に実験が必要となった場合には、別途スペースプラズマ専門委員会にご相談下さい。専門委員会各委員の了承が得られれば、できるだけ利用していただく方向で検討します。ただし､旅費の総枠、設備利用時間が無いことなどで､ご希望に添えないことがあることを､ご了承下さい。

Ⅱ．宇宙科学研究本部への訪問と宿舎

1． １共同利研究員は、宇宙科学研究本部正門で受付をしてください。現在、特殊実験棟はＩＤカードがないと午後１８時以降館内の入出館できませんので、１８時以降に退出が予想される方はＩＤカードを発行してもらってください。なお、ＩＤカードは１日限定のカードである為に、複数日滞在される場合でＩＤカードが必要な方は守衛にその旨申し出てください。
２．大型スペースチェンバーあるいは、磁化プラズマ装置等1階に設置してある設備の使用の共同研究員の方は直接、特殊実験棟２階5221号室の事務室（スペースチェンバー２F）もしくは１階5126号室の管理室へ、飛翔体加速装置使用の共同研究員の方は特殊実験棟３階５３０９号室（プラズマ実験室の奥の部屋）へおいでください。また、本部内の宿舎をご利用する場合は、管理棟二階の共同利用係をたずねて宿泊施設使用申込みにご記入いただき、宿舎の鍵を受け取り、チェックインしたあとおいでいただいても結構です。宿泊料は滞在最終日に再び二階の共同利用係で手続きをし、宿泊料をお支払いください。事前に支払うと宿泊をキャンセルした場合、払い戻しができませんのでご注意ください。

III.実験開始まで．

１．来所当日、実験準備の前にチャンバーユーザーの方は第2共同利用室にて、飛翔体加速装置のユーザーの方特殊実験棟３階５３０９号室（プラズマ実験室の奥の部屋）にて、本部担当者との打ち合わせ（実験内容、スケジュール、設備使用方法等）を行います。

２．大型スペースチェンバーあるいは、磁化プラズマ装置等1階に設置してある設備を御使用の共同研究員（含共同利用者の研究補助としての大学院学生）には、大型スペースチャンバー室の鍵、及び第1共同利用室の鍵を、２階小型スペースチャンバーをご利用の研究者には、第２共同利用室の鍵を、お渡しします。鍵とカードは実験が終わってから本部担当者にお返し下さい。なお、身分証は、来所が頻繁な研究者の方々や、希望者には、発行いたします。

　　それ以外の方々は、来所バッチを守衛所でお受け取り下さい。

３．外部からのパソコンの持ち込みは構いませんが、コンピューターウイルス防止の為に所内のネットワークには接続できません。本部内ユーザ用パソコンをご利用ください。

IV．実験開始後の留意事項など

１．設備利用日誌に毎日、入室、退出時間をご記入ください。（設備利用日誌は1階の大型スペースチャンバーが設置されている部屋（５１２５室）と2階（５２２０室）のドアーの脇にあります）なお、飛翔体加速装置使用の共同研究員の方は必要ありません。
２．共同研究員の安全確保のため、作業時間は、原則として土、日、祝祭日を除く、午前９：３０～１７：４５までとします。ただし、当日の作業が１７：４５以降にずれ込むと思われる場合、その日の１５時までに時間外実験届け（別紙）を担当者にお渡し下さい。またやむをえず、土、日、祝祭日での実験を予定せざるをえない研究者は事前に、スペースプラズマ専門委員会委員長か幹事にご相談下さい。

３．使用する測定器、設備等の不具合、改良点については、本部担当者にお知らせ下さい。その年度の維持費用の範囲内で可能な分は速やかに善処いたします。

４．大型スペースチェンバーの開閉、及び磁化プラズマ装置の磁場発生用電源については別項実験の安全について参照のこと。

５．磁場コイルの循環水の漏水には、充分ご注意下さい。特に、夜間水圧が上昇することがあります。

６．実験期間中で設備が故障し、やむをえず、実験を中止せざるを得なくなった場合、再実験の可能性を検討いたします。

V．実験終了後の注意事項

１．実験終了後は、設備周辺の整理をお願いします。

２．外部から持ち込みの計測器等は原則としてお持ち帰り下さい。ただし、やむを得ず、次回来所まで保管したい場合には、本部担当者にお申し出いただき、指示された保管場所に、責任者の氏名・所属・電話番号など、万一の連絡に必要と思われる情報と共に保管して下さい。

３．鍵を本部担当者にお返し下さい。

４．実験終了後原則として1週間以内に、その研究状況及び成果を記載した簡単な実験結果速報（別紙）をご提出下さい。

ⅤI．実験の安全について

１．大型スペースチェンバーの取り扱いについて

　　大型スペースチェンバー内のセットアップ前に原則として窒素ガスにより大気圧へ戻しますが、酸素欠乏による事故を防ぐため、本部担当者の指示に従って下さい。

　　大気圧に戻した後の大型チェンバー内での作業に関しては、必ず複数人でお願いします。

２．磁化プラズマ電源のオン･オフについては充分にご注意下さい。

３．5223号室の第１共同利用室並びに、5220号室の第２共同利用室のガス使用はご遠慮下さい。電気式瞬間湯沸かし器を備えてあります。

VII. 論文などのコピーについて

　　論文などのコピーの必要な研究者はＡ棟二階の図書館に(スペースチャンバー)と書いてあるコピーカードをご使用ください。図書館ではコピーする専門誌名，巻、ページ数、コピーした人の名前など書き込む用紙が用意されております。

Ⅷ．研究成果の公表に関して

研究結果の公表の際には、その論文、報告(含む修士,博士論文)などに本設備を利用した旨を銘記するとともに、当該論文、報告などの別刷りまたは写し一部をスペースプラズマ専門委員会委員長に提出ください。本研究所職員の貢献度に応じてcoauthorshipを求めることがあります。

　書類整理番号0４-5-1-1

スペースチャンバー実験計画書

提出　年　月　日

本計画書は宇宙科学研究本部担当者が皆様の実験を円滑、かつ効率よく進めるため、事前の準備を行うためにご提出いただくものです。ご協力ください。

1． 研究者リスト
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研究代表者は氏名の先頭に＊、実験責任者は氏名の先頭に◎

２．研究題目

３．研究概要

４．実験方法（具体的に示す。図が必要であれば、添付する。）

５．必要なフランジ、コネクターなど＊
	計測項目
	レンジ
	フランジ
	センサー

の種類
	備考

	
	
	位置
	種類
	コネクタ
	
	

	電子密度
	
	
	
	
	
	

	電子温度
	
	
	
	
	
	

	真空度
	
	
	
	
	
	

	磁場
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


＊わかる範囲でご記入ください

６．使用する主な設備及び装置

大型チャンバー、磁化プラズマ、小型チャンバー、中型チャンバー、…………………○○装置等

７；実験日程

	日程
	日付
	実験、作業項目

	第１日
	○月○日
	○○装置準備

	第２日
	○月○日
	○○実験

	第３日
	○月○日
	○○実験、撤収


８；実験参加者日程　（実際に参加する方すべての氏名）

（例）氏名1：平成○年○月○日～平成○年○月○日

９．持ち込み物品　（持ち込み物品の品名と移動日程）

１０．その他

書類整理番号03-5-1-3

スペースチャンバー実験結果速報

提出　年　月　日

原則実験終了後６０日以内

１．研究代表者氏名：

所属：

連絡先：電話番号　　　　　　　Ｅ　ｍａｉｌ

２．研究題目：

３．実験期日：平成1７年　月　日　～　平成１７年　　月　　　日

４．主要設備
（　）大型スペースチャンバー（　）中型スペースチャンバー

（　）小型スペースチャンバー（　）　磁化スペースチャンバー

（　）その他（　　　　　　　　　　　）

５．主要機器

６．実験結果

６．その他

設備等の時間外利用方法　　　　　　　　　　　　　　　Ver.２.0　２００４年６月２日

概要

　やむを得ず利用時間外に実験設備等を利用せざるを得ない場合は、設備等時間外利用申請書を提出し許可を得た後、下記の利用方法を守って利用してください。この利用規則は特に外部からこられた実験者の安全を確保するために設けたものです。
利用方法

1　利用時間について

　設備等利用時間　　；月から金曜日の　９時３０分〜１７時４５分

　設備等利用時間外　；設備等利用時間以外の時間帯、曜日、休日祝祭日、及び設備管理等の理由で設備等の利用を休止する日。

２　時間外利用者は時間外利用申請書を１５時までに提出し許可を得ること。早朝利用を希望する場合は前日の12時までに提出し許可を得ること
３　設備時間外利用代表責任者は安全管理等について自己の管理責任で行う事。学生の場合は指導教官がその責任をおってください。

４　.設備の扱い等に熟知したあと、利用してください。利用方法が分からない或いは不明な機器等に関しては所内担当者にお聞きください。

万が一不具合事故等が発生した場合は、速やかに担当者に連絡してください。連絡先は緊急時連絡網(別紙)を御覧ください。

５　利用者は原則として２名以上で設備利用を行ってください。

６　利用者は、その他設備管理者が指示した事柄を守ること。

７　設備利用終了後、電源のスウィッチをオフ、ガスボンベの元栓を締めるなどの設備の安全処置等を行ってください。
８　備利用終了後退出するときは、退出時刻を記入し指示された部屋の施錠を行う。鍵は正門の守衛所に返却する事。鍵の又貸しは厳禁いたします。

９　設備管理者は安全管理上、また設備利用不具合など発生する恐れがある場合等に、夜間の利用を中止する事があります。この場合事前に連絡いたします。

設備等時間外利用申請書　　　　　　　　　　　

　Ver.1.0　２００４年４月１４日

宇宙科学研究本部スペースチャンバー委員長殿

スペースチャンバー設備の時間外利用について下記のように申請します。

提出年月日　　　　年　　　月　　　日

１　利用者名（利用者全員の名前を書く事。学生の場合は指導教官の承諾を得ること）

代表責任者氏名；

携帯電話　　　　  　　　　　　　　              
緊急連絡先                     所属              　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者氏名


連絡先　　　　　
所属　              

利用者氏名


連絡先　　　           所属　　　　　 　　　

利用者氏名


連絡先          
所属　　　　   　　　　　　　

利用者氏名


連絡先
               所属　　　　　　　　

指導教官氏名　　　　　　　　　　連絡先　　　         　所属　　  　　　　　

２　利用希望の設備等、申請実験名

設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請実験名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　設備等の時間外利用を希望する年月日及び時間帯（実験期間まとめて書く事ができる）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　私は利用希望の設備機器等について熟知しており、安全に自己責任において設備等を利用する事ができます。設備等の時間外利用方法を理解し同意しましたので署名します。（代表責任者氏名、学生の場合は指導教官氏名）

　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スペースプラズマ実験設備一覧

（１）　大型スペースチェンバー


本体


直径2.5m、長さ約5mのステンレス製円筒状真空槽

　
排気装置　

クライオポンプ２基＋ターボ分子ポンプ一基


最高到達真空度
1×10—７Torr


導入ガス　

He, Ar, N2等10—３〜10—６Torr


後方拡散型プラズマ源
プラズマ密度10３〜10６㎝—３、電子温度０.1〜3eV


磁場拡散型プラズマ源
プラズマ密度10３〜10６㎝—３、電子温度0.1〜3eV

大口径紫外線光源
衛星などからの二次電子放出の影響を調べることができる。酸化窒素ガスによるプラズマ生成が可能である。。

可変磁場装置

チェンバー内の磁場強度、方向を任意に変化できる。ただし、磁場強度は0〜2ガウス

（２）　小型スペースチェンバー２基（１Ｆ）（Ｎ）

　　本体


直径約60㎝、長さ約1mのステンレス製円筒状真空槽


最高到達真空度
5×10—７Torr（A）　1×10—６Torr（B）

　　後方拡散型プラズマ源
プラズマ密度10４〜10６㎝—３、電子温度　0.1〜3eV


ダブルプラズマ装置
電子密度10８〜10９㎝—３、電子温度1eV

磁場装置（１Ｆのみ）
ヘルムホルツコイル、本体中心付近に0〜60ガウスの一様磁場印加用

（３）　高密度プラズマ発生装置

本体


直径75㎝、長さ5m、プラズマ密度10１１〜10１４㎝—３、パルス放電１Hz繰り返し、到達真空度　1×10—６Torr（クライオポンプ＋ターボ分子ポンプ）

（４）　レール型電磁飛翔体加速装置


300kJのコンデンサーバンクを電源とする粒子加速装置


最大速度　

7.8㎞／ｓ（飛翔体質量0.8g）


最大運動エネルギー　
40ｋＪ


飛翔体寸法　

直径10㎜、13㎜、15㎜、17㎜


飛翔体質量　

0.5g〜10g


飛翔体材質　

ポリカーボネイト、金属（ただし低速時のみ）


実験用チェンバー　

50㎝×50㎝×200㎝のチェンバー1台

直径50㎝×60㎝のチェンバー2台が加速装置に接続可能になっている

真空系　
加速装置本体、実験用チェンバーをロータリーポンプ2台で約1Torrまで真空引きを行う


付属装置

20nsフラッシュＸ線発生装置（最大150kV）

　以下２基のスペースチャンバーについては共同利用設備として開放されているが、個人の管理にゆだねられているものである。

（５）　大口径紫外線光源つきチェンバー〔特殊実験棟３階に設置されている〕

電離層E、D層のシミュレーション、例えば、NOガスの電離、各種ガス中でのエネルギー分布の研究、クライスターイオンに関する研究、分光によるN2振動温の計測等を行う。直径90㎝、長さ1.4mの円筒形チェンバーの一方に紫外線光源、他方に後方拡散型プラズマ源が装着されている。プラズマはジョバン320型分光計により石英ガラスの穴を通して分光できる。

排気系　
2,000ℓ／sターボ分子ポンプ

チェンバー内の到達真空度はベーク後には10—８Torrになるように設計されている。

ガス導入系　
３種（N2、O2、及びHeガス）のガスを同時に導入できる。マスフローコントローラ付き


　紫外線光源

円筒形の小型重水素ランプを16本点燈すると光源から30㎝離れた場所で水素ライマンα線では太陽光の10倍、2,000〜25,000Åでは太陽光の約1／5、1,200〜1,400Åでは太陽光の約300倍の強度を有することができる。NOガスを導入すると10３〜10５／㎝３のノイズなしの３桁以上にわたる電圧、電流特性をもつ理想的なマクスウェル分布をしたプラズマが得られる。

後方拡散型プラズマ源

　

10—４Torrより低い圧力では新しく改良した傍熱型カソード、

10—２〜10—３Torrでは0.2φのダングステンフィラメントを使用したプラズマ源である。ふつう電子密度は10３〜10５㎝３、電子温度は1,000〜3,000°Kの静かなプラズマが得られる。



管理者は小山孝一郎教授

（６）低エネルギー荷電粒子計測器較正装置〔特殊実験棟3階に設置されている〕

ロケット及び衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器の基礎開発実験及び飛翔前の較正テストを行う。低エネルギー荷電粒子とは、0.1〜30keVの電子及びイオンである。

主チェンバー　
900φ×1,050Ｌ（内部にジンバル台）

主排気系　
1,500ℓ／sターボ分子ポンプ


　　　
チェンバー内の到達真空度：≦1×10—７Torr

ジンバル機構
２軸回転、回転角読取精度

イオン・ソース　
0.1〜15keV（30keVまで可）



永久磁石による質量選別付　160ℓ／s差動排気系付

電子銃
0.1〜15keV（30keVまで可）

管理者は斉藤助教授

プラズマに直接関連しない以下の設備は飛翔体試験棟一階に設置されている。

（７）磁気シールドルーム



直径6m、直流及び交流磁場を約80dBシールドする。

　　　

平成１７年度採択実験一覧

(1) スペースチェンバーを用いた共同利用研究　　　　　　　　　　　　　　
SELENE搭載用月レーダサウンダーのプラズマ内動作確認試験　　　　　　　　　　　　小野　高幸(東北大)　　
ヘリコン波プラズマ生成と宇宙プラズマ中の電磁波動現象のシミュレーション　　　　　篠原俊二郎（九大）
電離層でのプラズマ・パラメータ領域における孤立波に対するランダウ減衰の効果　　齋藤　和史(宇都宮大)　　
大容量高密度ヘリコン波プラズマ中のイオン挙動計測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　寛治（佐賀大）
地球磁気圏における電場構造のシミュレーション実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南　繁行(大阪市大)
外部ポロイダル磁場による球状プラズマの研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　定本　嘉郎(上越教育大) 固体燃料キックモーターにおける衛星分離時の残留ガス噴流による衛星汚染模擬実験

安部　隆士（宇宙研）
磁気プラズマセイルのシミュレーション実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　船木　一幸(宇宙研)
ロケット搭載用高速イオン温度測定器の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　南　繁行(大阪市大)
実空間におけるビームの自己捕捉現象と位相空間ホールの発展　　　　　　　　　    　　山際啓一郎（静岡大）
大容量－高密度ヘリコン・プラズマ源を用いる低域混成波ソリトンの実験　　　　　　    　谷川　隆夫(東海大)
宇宙機の太陽電池インターコネクタ部で採集するプラズマ電流推定のための基礎実験　田中孝治(宇宙研)

磁力線からのプラズマ離脱現象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  安藤晃(東北大)

超熱的電子のエネルギー分布測定器の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小山　孝一郎（宇宙研）　
ロケットシース抵抗の電子温度に及ぼす影響に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　 　小山　孝一郎（宇宙研）
濃密大気中の負イオンの振る舞い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　孝一郎（宇宙研）
微粒子プラズマの生成とその素過程の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横田　俊昭（愛媛大）
高電圧バイアスグリッド近傍におけるプラズマ不安定性の観測　　　　　　　　　　　　　　　　林　信哉（佐賀大）
S-310-37号機搭載用FLPとSPAの較正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　琢美（宇宙研）
S-310-37号機搭載電場・中波帯電波観測用アンテナの伸展試験　　　　　　　　　　　　 笠羽　康正（宇宙研）
氷ダスト･プラズマの生成実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤杉弥（日本工大）
(2) プラズマ発生装置を用いた共同利用研究

衝撃圧による炭素質物質の構造変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村江　達士(九大)
レールガンによる粉体変性に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南　繁行(大阪市大)
活性化有機物の進化への衝突解析実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三浦　保範(山口大)
超高速衝突による生体有機物の生成と分解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　憲正(横国大)
薄膜構造物へのデブリ衝撃の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐々木　進(宇宙研)
生命物質の衝撃・加速耐性とその変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中　千博(大阪大)
耐スペースデブリ用複合材料の防御性能に関する研究　　　　　　　　　　　　　 新井　和吉(法政大)
２段式レールガン（ＤＥＳレールガン）による高速達成　　　　　　　　　　　　　　　　　 矢守　章（八戸高専）
プラズマ・アーマチャ電流の減衰に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢守　章（八戸高専）
レールガン衝突による炭素物質の合成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重野　哲(静岡大)
熱ルミネッセンス法による好物・岩石の衝撃変成の研究　　　　　　　　　　　　　　蜷川　清隆（岡山理科大）
レールガンによる弾丸と被膜の相互作用に伴う発光現象の分光研究　　　　　　　横田　俊昭（愛媛大）
超高速衝突によるマイクロ波発生　　　　　　　　　　　　　　　　　 高野忠(宇宙研)

高強度繊維を用いた軽量型デブリ防護パンパの開発　　　　　　　　　　田中真(東海大)

スペースプラズマ専門委員会委員
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スペースプラズマ研究設備ホームページ
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